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はじめに

会議等設置の背景

 洋上風力発電については、先行利用者との調整が図られた上での海域の占用を促すルール
として、「海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律
（再エネ海域利用法）」が定められている。

 しかし、洋上風力発電によるメリットや課題などは不明な点が多いのが現状であるため、
洋上風力発電に関する各種情報の調査・研究等を行い、先行利用者である漁業や海運業等
と認識を共有し、協調関係の構築を目指していく。
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図 再エネ海域利用法に基づく促進区域等の指定・整理状況

五島市沖など西海市江島沖など



はじめに

調査の目的
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資料調査
〇洋上風力発電の効果と影響
〇環境特性
〇先進事例 など

現地調査（補完）
〇漁業実態
〇鳥類や海洋生物
〇眺望景観 など

ゾーニングマップの作成

研究協議会

分科会

勉強会

先進地視察

シンポジウム

地域の経済・社会・環境に応じた安定的かつ適切なエネルギーの需給構造の構築
を目指す「エネルギー構造の高度化と転換」に関する理解の促進

 いちき串木野市では、工業団地等への再生可能エネルギー導入促進や自治体新電力の設立
など、エネルギーと産業振興を組み合わせた「環境維新のまちづくり」を推進。

 いちき串木野市沖海域の有用な「風」資源に恵まれた特性を生かした洋上風力発電につい
て、地域関係者等と共同で調査研究を行い、漁業や環境面での配慮事項を整理し、ゾーニ
ングマップを作成することで、再生可能エネルギーに関する認識の共有化を図る。

 また、洋上風力発電を主とした再生可能エネルギーの導入促進に関するシンポジウム等を
通して市民の周知・理解促進を図る。



はじめに

会議等のスケジュール
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研究協議会（第1回・7/6）
〇調査について
〇地域共生等に関する講演

分科会（第1回・6/22）
〇調査について

勉強会（9月頃）

先進地視察（9月頃）

シンポジウム（1月頃）

研究協議会（第2回・11月頃）
〇調査結果について
〇ゾーニングマップたたき台 等

研究協議会（第3回・2月頃）
〇調査結果について
〇地域貢献策案
〇ゾーニングマップ 等

分科会（第2回・10月頃）
〇調査結果について
〇ゾーニングマップたたき台

※議題等は現状の想定です。

 主に漁業関係の調査・研究の方法や結果等についての認識の共有を図り、
具体的な課題とニーズを整理。

 研究協議会への提案。

 各種調査・研究を行い、導入可能性や課題
を整理し、地域の理解促進を図る。

 協調関係の構築に向けた協議。



② 鳥類・海洋生物の調査

今年度の調査内容

① 本市沖合の環境特性の資料収集

⑤ 洋上風力発電による効果や影響に関する調査

⑥ 洋上風力発電の課題調整に関する先進事例の収集

③ 漁業実態調査

④ 眺望景観の調査

⑨ 洋上風力発電による二酸化炭素削減効果の検証

⑩ 洋上風力発電による本市への経済波及効果の推計

⑪ 勉強会の開催

⑫ 先進地の視察

⑧ ゾーニングマップの作成

⑦ 地域貢献策等の複数案検討

⑬ シンポジウムの開催
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本市の特性
の基礎調査

事例調査

導入効果の
調査

協調策等の
検討

会議等の
開催



今年度調査① 本市沖合の環境特性の資料収集

地域特性に関する資料収集

• 本市沖合及び沿岸域の環境特性の資料を収集。
• 環境省のEADAS（イーダス：Environmental Impact Assessment Database 

System ：環境アセスメントデータベース）などを活用。

表 地域特性に関する収集情報（案）

項目 主な収集情報
気象 気温、降水量、日射量、風速、風向 等
地形 水深、地形分類、表層地質、海底地質、重要地形 等
海況 潮汐、海流、潮流、波浪 等
生活環境 水質、大気質、騒音、振動、底質、土壌汚染 等
交通 船舶通航量 等
法規制（自然） 自然公園区域、自然環境保全地域、鳥獣保護区 等
法規制（文化財） 重要文化的景観、指定文化財、埋蔵文化財 等
法規制（景観） 景観計画区域、景観重要建造物・樹木、歴史的風土保存区域 等
法規制（土地利用） 保安林、保護林、国有林、海岸保全区域 等
電力系統 系統マップ（送電線・変電所） 等
景観 自然景観資源、観光資源、長距離自然歩道、海水浴場・潮干狩り場 等
海域等の利用状況 漁業権設定区域、漁礁、港湾、漁港、海底ケーブル 等
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目的：地元関係者と留意事項等の認識共有を図り、
活発な意見交換をしていくための基礎情報として整理する。



今年度調査① 本市沖合の環境特性の資料収集

動植物に関する資料収集

表 動植物に関する収集情報（案）

• 環境省のEADAS（イーダス：Environmental Impact Assessment Database 
System ：環境アセスメントデータベース）などを活用。

• そのほか、鹿児島県での調査記録を収集。

項目 主な収集情報
注目すべき生息地 重要湿地、重要野鳥生息地（IBA）、海の重要野鳥生息地（ﾏﾘｰﾝIBA）、

ウミガメ産卵地 等
干潟・藻場・サンゴ礁 干潟分布、藻場分布、サンゴ礁分布 等
藻類 環日本海エリアのクロロフィルa濃度 等
植物 絶滅危惧種（植物）の分布情報、特定植物群落、巨樹・巨木 等
植生 現存植生図（縮尺1/5万）、植生自然度図 等
動物（鳥類） 渡りをするタカ類集結地、渡りルート、鹿児島県の野鳥記録 等
動物（コウモリ類） コウモリ洞分布、コウモリ生息情報 等
動物（海棲哺乳類） 海棲哺乳類の分布情報、海棲爬虫類の分布情報 等
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今年度調査② 鳥類・海洋生物の調査

• 留意すべき鳥類・海洋生物等の特徴・課題や、想定される影響等について把握す
るため、同海域周囲での生息種・生息域、渡り・回遊のコースや時期、餌場など
について 以下の専門家を想定し、それぞれ1回ヒアリングを実施。

表 鳥類・海洋生物の専門家ヒアリング（案）
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分類 想定する専門家 ヒアリング項目
鳥類 日本野鳥の会かごしま支部 存在種の確認

渡りのコースや時期
生息域
餌の種類

鹿児島県立博物館 山元幸夫先生

コウモリ類 NPO法人東洋蝙蝠研究所 前田喜四雄先生 存在種の確認
渡りのコースや時期
生息域
海域での採餌

鹿児島国際大学 船越名誉教授

海洋哺乳類、海洋爬虫類 長崎大学 水産・環境科学総合研究科 天野雅男教授 回遊のコースや時期
回遊への影響鹿児島大学農学部 鮫島正道客員教授

魚類 長崎大学 海洋未来イノベーション機構 河邊玲教授 主要魚種や重要種等への影響
回遊のコースや時期
回遊への影響

元鹿児島大学水産学部 四宮明彦先生

底生生物 鹿児島大学水産学部 山本智子教授 主要魚介類や重要種等への影響
底生生物への影響

藻類、海藻類、海草類 鹿児島大学大学院農水産獣医学域水産学系連合農学研究科 寺田
竜太教授

藻場への影響

鹿児島県水産技術開発センター
鹿児島共和コンクリート工業株式会社



今年度調査③ 漁業実態調査

漁業組合等へのヒアリング

• 以下の漁協等に対して、沿岸域での漁法や漁期、漁礁、藻場、昨今の漁業に対す
る不安や期待等をヒアリングにより確認。

• 豊富な漁業資源があり、隣接する地域からの許可漁業が想定されるため、それら
の漁協等を対象に、具体的な操業状況や洋上風力発電への懸念等も確認。

分類 対象 ヒアリング項目例 備考
いちき串木野市の漁協 羽島漁協 漁法別、魚種別の漁獲

沿岸での操業状況
漁礁、藻場の種類と位置
昨今の漁業に対する不安や
期待

いちき串木野市全体の漁
獲は統計データにより整理
する。

串木野市漁協
県漁協いちき串木野市
島平支所
市来町漁協

沖合操業の許可漁業等 鹿児島県旋網漁業協
同組合

いちき串木野市沖合での操
業状況
洋上風力発電が立った場合
に懸念する事項

隣接する県・市の沖合漁
業を実施する漁協を対象
とする。

北さつま漁協
川内市漁協
甑島漁協
江口漁協
吹上町漁協

表 漁協等へのヒアリング内容（案）
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今年度調査③ 漁業実態調査

漁業実態のとりまとめ

• 漁業資源の状況や漁業実態を一覧表や図面で整理。

図 漁業実態の整理イメージ

出典：環境省関東地方環境事務所令和元年度再エネ海域利用法を踏まえた洋上風力発電事業セミナー資料
「浜松市における洋上風力の取組み～風力発電ゾーニング～」
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今年度調査③ 漁業実態調査

海洋生物の現地調査

• 海洋生物調査は、本事業の対象範囲中央の沿岸から沖合の測線を想定し、深度
10m毎に100mまでの10地点における採水による調査方法により実施。

表 海洋生物調査の概要（案）

項目 調査方法・調査地点 実施回数 備考

海棲哺乳
類 既存資料にて整理する。 現地調査は

実施しない なし

魚類 既存資料にて整理する。 現地調査は
実施しない なし

卵・稚魚 1測線、水深別の10地点
中層（海面から2m程度）で採水 夏季1回

水質調査（表層、
中層、底層の3層
調査）
（水温、pH、DO、
濁度）

動物
プランクトン

1測線、水深別の10地点
中層（海面から2m程度）で採水 夏季1回

底生生物
1 測 線 、 水 深 別 の 4 地 点
（10,20,30,40m）
サンプリング調査に加え、底質の粒
度分析を実施

夏季1回

付着生物 串木野港の堤防1地点 夏季1回
コドラート法（干潮、
平水、満潮時の3
か所）

藻場の確認
漁協等の聞き取り情報・EADASで
確認できる藻場位置について、3か
所程度の目視確認と主要な藻類
種の判定を行う。

秋季～冬季
1回

潜水調査による種
の同定と各箇所の
写真撮影

図 海洋生物調査想定地点
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今年度調査④ 眺望景観の調査

景観調査地の選定

• 特徴的な眺望や条例で指定される景観、市民が広く利用する場所を対象として、
13地点程度の主要な眺望点を選定し、現地踏査を実施。

• 対象地点のうち、特に利用状況が多く、海洋方向への眺望の重要性や影響度が高
いと判断される5地点程度を選定し、フォトモンタージュを作成。

表 景観調査地点（案）
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地区 調査予定地点 分類

羽島地区

串木野サンセットパーク 景観眺望点
羽島崎展望所 景観眺望点
薩摩藩英国留学記念館 景観眺望点
白浜海岸 海岸景観

荒川地区 平原山 景観眺望点
野平地区 白左衛門ヶ丘 景観眺望点
本浦地区 長崎鼻公園 景観眺望点

照島地区
照島 景観眺望点
照島海岸 海岸景観

湊地区 観音ヶ池市民の森 景観眺望点
冠岳地区 冠岳展望公園 景観眺望点
湊町地区 市来海岸 海岸景観
川南地区 戸崎鼻 景観眺望点



今年度調査④ 眺望景観の調査

フォトモンタージュの作成

• フォトモンタージュでは、最大高さ300m、約30基程度の風車群を想定。
• 風車は時間帯によって見え方が異なるため、正午、日の入などの時間帯別に作成。

図 フォトモンタージュ作成イメージ

正午 日の入
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※写真は洋上風力発電事業とは関係のない仮のものです。



今年度調査⑤ 洋上風力発電による効果や影響に関する調査

• 下表に示す考えを基に、一般的な考え方や先進的な事例を整理。
• 環境・経済・社会面におけるメリット・デメリットを分析・整理。

表 洋上風力発電による効果や影響に関する調査項目（案）

分類 調査項目
環境面 経済面 社会面

効
果

（
メ
リ
ッ
ト
）

・CO2排出量削減効果
・漁礁効果 等

・建設工事による経済波及効果
・維持管理による経済波及効果
・エネルギー料金の域外流出抑制効果
等

・防災機能の確保
・新たな景観資源としての活用 等

影
響

（
デ
メ
リ
ッ
ト
）

・海棲哺乳類の行動への影響
・鳥類の渡りの行動への影響
・コウモリ類の渡りの行動への影響
・魚類の回遊等の行動への影響
・魚介類の生息環境への影響
・景観への影響
・海砂の動態への影響 等

・漁業の操業方法への影響
・漁業資源への影響
・海砂採取事業への影響
・船舶航行への影響 等

・風車の影（シャドーフリッカー）による
健康被害
・騒音による健康被害
・低周波音による健康被害
・電波通信への影響
・光害 等
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今年度調査⑥ 洋上風力発電の課題調整に関する先進事例の収集

鳥類やコウモリの生息地や飛翔コースへの影響調査

• 洋上風力発電の導入が進んでいる欧州等の事例を中心に、実際に飛翔コースや生
息地に影響を与えたケースや対策事例、最新の知見などを収集。

影響等への対応事例調査

• 景観、光害、海砂、主要魚種等への影響と事業者による対策事例を整理。

国内外の先進的な漁業協調事例調査

• 欧州の先行・先進事例等をもとに、具体的な漁業協調策の例や市にとって効果的
と考えられる協調策を整理。

• 漁業影響評価の考え方や協調と補償の在り方、将来の漁業における懸念を低減で
きるような方法についても整理。
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今年度調査⑦ 地域貢献策等の複数案検討

• 先行事例の調査に加え、いちき串木野市にマッチした地域貢献策を検討・提案。
• 下表の考え方に基づき、より地域の実情を踏まえた地域共生策を提案。

• 研究協議会メンバーとの意見交換を踏まえ、地域の実情に沿った地域共生策とし
て整理。

＃ 分類 項目案

1 洋上風力発電によってもたらされるもの

 洋上風力発電設備の見学ツアー
 維持管理技術者の養成
 風力発電関連者の移住
 地域新電力を活用した電力供給
 災害時のレジリエンスの強化

2 洋上風力発電によるネガティブな影響を補填するもの  漁業共生策
 環境保全策

3 新しい地域活性  新しい産業への補助
 周辺都市との連携

4 既存の地域活動の底上げ
 市民生活の満足度向上
 公民館等の公共施設の改修
 既存NPO等への助成
 みなみまぐろの町の広報強化

表 地域共生策の考え方
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今年度調査⑧ ゾーニングマップの作成

• 着床式エリアと浮体式エリアを分けて作成。

• 各種環境情報を重ね合わせたゾーニング結果と対象地域を利用するにあたって
留意すべき事項を社会的制約条件、法的制約条件、環境的制約条件等に分類し
て整理。

風況マップ

ゾーニング一次マップ
法的に禁止されている地域は対象としない

共同漁業権設定区域を考慮

地上高140m年平均風速

事業性（送電線、水深、陸域からの距離等）

ゾーニングマップ

留意事項（鳥類、漁業、景観、法規制等）

海域利用の情報

法規制の状況

地形・気候・環境・景観の情報

図 ゾーニングマップの作成フロー
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主要な航路を考慮



今年度調査⑧ ゾーニングマップの作成

図 ゾーニングマップのイメージ
出典：環境省「風力発電に係る地方公共団体によるゾーニングマニュアル（第２版）」
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今年度調査⑧ ゾーニングマップの作成

図 ゾーニングマップのイメージ
出典：環境省「風力発電に係る地方公共団体によるゾーニングマニュアル（第２版）」
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今年度調査⑨ 洋上風力発電による二酸化炭素削減効果の検証

• 対象海域における導入規模及びそれ
に基づく発電量を想定したうえで、
市域及び周辺地域において全量活用
できると仮定して、九州電力のCO2
排出係数を乗じることで効果量とし
て推計。

• また、「日本における発電技術のラ
イフサイクルCO2排出量総合評価」
（平成28年7月、電力中央研究所）
に示される「各種発電技術のLC-CO2
排出量」を基に、他の発電施設と比
較検証。

図 LC-CO2排出量イメージ
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今年度調査⑩ 洋上風力発電による本市への経済波及効果の推計

地元事業者等へのヒアリング

経済波及効果分析

• 地元で供給可能な資機材や従事可能な建設作業について、
建設事業者等へのヒアリングを実施。

• 環境省の「地域経済循環分析」を用いて、いちき串木野市における経済波及効
果分析を実施。

20

条件整理

• 洋上風力発電の事業規模の想定。
• 港湾整備の想定。

成
長

風車建設
建設工事の

増加

左記により雇用者
所得が増加するこ
とで消費需要喚起

市内の原料
製造等が増加

①直接効果 ②第１次波及効果 ③第２次波及効果



今年度調査⑪ 勉強会の開催

課題の整理

勉強会の開催時期

• 各委員が研究協議会の議論を理解・展開するために、必要な知見を事前に学
習できる勉強会を開催。

• 洋上風力発電がもたらす影響に関するテーマとして、『環境保全との両立』、
地域の方々に風力発電事業の考えと地元のメリットを理解してもらうための
『地域協調・地域振興策・経済波及効果』などをテーマに設定。

• 令和4年9月頃。

テーマ ねらい 講演者候補
環境保全との両立 洋上風力発電に関する環境影響評価における

事例などを中心に、特に環境保全との両立を図
る上で留意すべき点等を理解してもらう。

環境省、
日本環境アセスメント協会

地域協調・地域振興
策・経済波及効果

漁業や地域住民との協調に向けた具体的な取
組、産業・観光等の地域振興としての推進方
策、事業導入による経済的メリット、副次的メ
リット等を把握

長崎県、北九州市

表 勉強会のテーマと講演者候補（案）
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今年度調査⑫ 国内の洋上風力発電先進地への視察

場所と時期

行程案

• 長崎県五島市、または秋田県。
• 令和4年9月頃。

行程
内容

五島市の場合 秋田県の場合
1日目 移動 移動
2日目 午前 浮体式風力発電設備等視察 着床式風力発電設備等視察
2日目 午後① 風力発電事業者との意見交換 風力発電事業者との意見交換

2日目 午後② 五島市・五島ふくえ漁業協同組合・（一社）海洋エネル
ギー漁業共生センターとの意見交換

県・市・漁業協同組合との意見交換（その１）

3日目 午前 地元メンテナンス企業との意見交換 県・市・漁業協同組合との意見交換（その２）

3日目 午後 移動 移動
22

表 行程（案）



今年度調査⑬ シンポジウムの開催

シンポジウムの開催時期

• 令和5年1月頃。

プログラム（案） タイムテーブル
1 開会 5分
2 基調講演：国内外における洋上風力発電の動向 30分（講演20分、意見交換10分）
3 講演①：洋上風力発電と環境保全 30分（講演20分、意見交換10分）

休憩 15分
4 講演②：洋上風力発電と地域振興 30分（講演20分、意見交換10分）
5 講演③：洋上風力発電と漁業の共生 30分（講演20分、意見交換10分）
6 総括 5分
7 閉会 5分

シンポジウムのプログラム（案）

• 約2時間30分のプログラムを計画。
• 会場では展示コーナーを設け、風力発電事業者やメーカー等のパネルや模型の展示。
• 来場への簡易アンケートを実施。

表 シンポジウムのプログラム（案）とタイムテーブルのイメージ

図 シンポジウムの展示イメージ
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今年度調査のスケジュール

24

令和5年(2023年)

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

①　本市沖合の風況を含む環境特性の資料収集

②　鳥類・海洋生物の専門家に対するヒアリング調査

③　洋上風力発電による効果や影響に関する調査

④　海外を含む洋上風力発電導入に対する課題調整に
関する先進事例の収集

⑤　漁業組合へのヒアリング及び漁業実態調査

⑥　景観調査によるフォトモンタージュを用いた眺望景観の
調査
⑦　洋上風力発電事業実施による二酸化炭素削減効果
の検証
⑧　洋上風力発電に関する本市への経済効果の事業段
階（整備前、整備中、整備後）ごとの推計

⑨　地域貢献策等の複数案検討

⑩　事業可能性マップの作成

⑪　勉強会の開催 ●
⑫　先進地の視察 ●
⑬　シンポジウムの開催 ●
洋上風力発電調査研究協議会 ① ② ③
洋上風力発電調査研究協議会分科会 ① ②

項目

令和4年(2022年)

1月 2月 3月

文献調査 とりまとめ

専門家の選定 ヒアリング実施

ヒアリング・現地調査文献調査 とりまとめ

眺望点の選定 フォトモンタージュ作成現地調査

前提条件整理 検証・とりまとめ

前提条件整理 推計・とりまとめ

マップたたき台作成 協議会意見等を踏まえ修正

地域貢献策の検討先進事例の情報収集

視察実施

シンポジウムの開催

分科会 分科会

文献調査 とりまとめ

文献調査 とりまとめ

勉強会

協議会 協議会 協議会

とりまとめ


	各種調査等の実施について
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25

